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少
子
化
が
進
む
中
、
私
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
の
拡

大
に
よ
り
、
公
立
高
校
の
危
機
感
が
強
ま
っ
て
い
る
。
公

立
と
私
立
の
学
費
負
担
の
差
が
縮
ま
り
、
受
験
生
の
私
立

人
気
が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
、
公
立
高
も
生
徒
獲
得
に
向

け
、
ア
ピ
ー
ル
に
懸
命
だ
。
今
回
、
母
校
の
福
岡
県
立
城

南
高
等
学
校
（
井
上
英
一
郎
校
長
）〈
写
真
1
〉
を
訪
れ
、

校
長
や
複
数
の
教
諭
か
ら
現
場
の
声
を
聞
い
た
。

少
子
化
の
影
響
、必
ず
出
る

　

城
南
高
校
〈
写
真
2
〉
は
1
9
6
4
（
昭
和
39
）
年
に

開
校
し
た
福
岡
市
城
南
区
の
住
宅
街
に
あ
る
進
学
校
だ
。

「
進
取　

明
朗　

端
正
」
を
校
訓
に
現
在
ま
で
に
2
万

4
8
0
0
人

以
上
の
卒
業

生
を
輩
出
し

た
。
筆
者
も

そ
の
一
人
で
、

79
年
卒
業
の

13
期
生
で
あ

る
。

　

2
0
2
5

年
度
の
生
徒

数
1
2
6
8
人
（
男
子
6
5
1
人
、
女
子
6
1
7
人
）、

全
日
制
普
通
科
の
ク
ラ
ス
数
は
計
32
（
1
年
11
、
2
年
10
、

3
年
11
）
あ
る
。
こ
こ
数
年
の
生
徒
数
の
推
移
を
見
る
と
、

今
の
と
こ
ろ
少
子
化
の
影
響
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

そ
れ
は
福
岡
市
が
九
州
最
大
の
中
心
都
市
で
あ
り
、
今

な
お
人
口
流
入
が
続
い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
福
岡
市
の

推
計
人
口
は
約
1
6
7
万
人
（
25
年
12
月
現
在
）。
自
然

動
態
の
人
口
増
減
を
見
る
と
、
死
亡
者
数
が
出
生
者
数
を

や
や
上
回
っ
て
い
る
が
、
転
入
者
が
転
出
者
よ
り
も
多
く
、

全
体
的
に
は
微
増
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
25
年
度
の
城

南
高
の
志
願
者
数

は
定
員
の
1
・
4

倍
だ
っ
た
と
い
う
。

　

少
子
化
の
影
響

に
つ
い
て
、
井
上

校
長
は
次
の
よ
う

に
語
っ
た
。

　

「
今
回
の
高
校

入
試
ま
で
は
、
城

南
高
の
あ
る
福
岡

地
区
の
『
第
6
学

区
』
で
中
学
3
年

生
の
減
少
は
な
く
、
現
時
点
で
少
子
化
の
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
こ
れ
か
ら
は
第
6
学
区
に
お
い
て
も
中
学

3
年
生
の
数
が
2
0
3
4
（
令
和
16
）
年
度
ま
で
に
約

1
2
0
0
人
減
少
し
ま
す
。
1
ク
ラ
ス
40
人
だ
と
30
学
級

ぐ
ら
い
で
す
。
今
か
ら
8
年
ぐ
ら
い
で
ど
ん
ど
ん
減
少
す

る
の
で
、
必
ず
影
響
は
出
て
き
ま
す
」

　

教
育
推
進
部
長
の
山
下
岩
男
主
幹
教
諭
が
数
字
の
根
拠

に
つ
い
て
「
福
岡
市
や
県
が
発
表
し
て
い
る
今
の
中
3
か

ら
小
1
ま
で
の
数
を
調
べ
ま
し
た
。
転
出
者
や
転
入
者
は

考
慮
に
入
れ
ず
、
現
状
の
数
字
か
ら
算
出
し
て
い
ま
す
」

と
補
足
し
た
。
マ
ン
モ
ス
都
市
・
福
岡
市
の
「
第
6
学

区
」
で
も
今
後
、
中
学
3
年
生
に
な
る
子
ど
も
た
ち
は

徐
々
に
減
る
見
通
し
だ
と
い
う
。

高
校
授
業
料
無
償
化
を
ど
う
考
え
る
か

　

で
は
、
高
校
授
業
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
の
影
響
は
ど

う
考
え
る
か
。
中
学
3
年
生
に
と
っ
て
は
私
立
高
校
の
学

費
負
担
が
減
る
こ
と
で
、
選
択
肢
が
増
え
て
い
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
県
立
高
に
と
っ
て
は
、
私
立
に
受
験
生
を
奪

わ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
マ
イ
ナ
ス
要
素
が
多
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。

　

そ
う
聞
く
と
、
井
上
校
長
は
「
言
い
に
く
い
こ
と
で
す

が
」
と
言
い
な
が
ら
も
、「
国
の
教
育
に
対
す
る
『
お
金

の
か
け
ど
こ
ろ
』
は
そ
こ
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
個

人
的
な
意
見
で
す
が
、
お
金
の
か
け
ど
こ
ろ
を
、
も
う
少

し
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
率
直
に
語
っ
た
。

　

「
今
の
子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、
関
東
の
私
大
な
ど
、

ど
の
大
学
に
行
こ
う
が
、
借
金
を
抱
え
た
ま
ま
の
状
態
で

社
会
に
出
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
奨
学
金
の
こ
と
で
す

公
立
高
の
魅
力
ど
う
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
か
（上）

─
福
岡
県
立
城
南
高
等
学
校
に
聞
く
─

村
田
純
一
・
時
事
通
信
解
説
委
員
・
時
事
総
合
研
究
所
研
究
員

〈写真1〉福岡県立城南高校の井上校長

〈写真2〉福岡県立城南高校の正面玄関
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が
、
結
局
は
借
金
で
す
。
奨
学
金
対
策
を
充
実
さ
せ
た
方

が
、
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
た
め
に
も
い
い
の
で
は
な

い
か
」

　

企
業
や
自
治
体
の
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
は
あ
る
が
、

国
と
し
て
も
っ
と
十
分
な
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
が
必
要

で
は
な
い
か
と
い
う
主
張
だ
。

　

一
方
で
、「
高
校
卒
業
後
に
入
社
す
る
会
社
の
一
般
教

養
試
験
を
見
る
と
、
高
校
教
育
で
十
分
解
け
る
問
題
で
す
。

98
％
以
上
の
高
校
進
学
率
を
考
え
る
と
、
そ
れ
が
一
般
教

養
レ
ベ
ル
。
日
本
経
済
を
支
え
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の

生
徒
を
考
え
る
と
、
高
校
授
業
料
無
償
化
に
し
て
選
択
肢

を
増
や
す
の
は
政
策
的
に
間
違
い
で
は
な
い
し
、
両
面
あ

る
と
思
い
ま
す
。
判
断
が
つ
き
に
く
い
状
態
で
す
」
と
も

語
っ
た
。

　

城
南
高
の
ア
ピ
ー
ル
に
取
り
組
む
現
場
の
最
前
線
、
広

報
課
長
を
務
め
る
和
崎
竜
延
教
諭
は
「
公
立
高
校
の
魅
力

を
高
め
る
い
い
機
会
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

「
私
立
高
校
は
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
広
報
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
公
立
高
校
は
正
直
に
言
っ
て
、
広
報
活
動

に
弱
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
良
い
広
報
活
動
を
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
は
在
校
生
に
目
を
向
け
、
現
在
の
教
育

活
動
の
改
善
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
ア
ピ
ー
ル
方
法
だ

け
で
な
く
、
内
面
の
充
実
が
学
校
の
魅
力
に
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
学
校
の
魅
力
を
高
め
る
良
い
機
会
に

も
な
り
ま
す
」

30
年
前
も
私
立
人
気
高
ま
る

　

実
は
30
年
ぐ
ら
い
前
、
近
隣
の
私
立
高
校
が
相
次
い
で
、

男
子
校
か
ら
男
女
共
学
に
し
た
り
、
制
服
を
刷
新
し
た
り

し
て
、
私
立
高
校
の
人
気
が
高
ま
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。

城
南
高
で
も
生
徒
数
、
志
願
者
数
の
減
少
を
招
く
の
で
、

「
何
と
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
危
機
感
か
ら

対
策
を
練
っ
た
と
い
う
。
井
上
校
長
に
よ
る
と
、
30
年
前

の
城
南
高
教
諭
時
代
、
ち
ょ
う
ど
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

時
期
と
も
重
な
り
、
入
学
し
て
く
る
生
徒
の
授
業
に
対
す

る
臨
み
方
が
変
化
し
て
い
た
と
い
う
。

　

「
中
学
校
を
見
学
し
て
、
ど
ん
な
授
業
の
仕
方
を
し
て

い
る
の
か
調
べ
、
対
策
を
考
え
ま
し
た
。
旧
態
依
然
と
し

た
講
義
形
式
、
ス
ク
ー
ル
形
式
だ
け
で
な
く
、
中
学
校
で

は
よ
く
グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

た
。
そ
う
い
う
状
況
を
見
て
、
高
校
で
も
授
業
の
形
式
を

変
え
て
、
も
う
少
し
生
徒
に
い
ろ
ん
な
活
動
を
さ
せ
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
始
ま
っ
た
の
が
『
ド
リ
カ
ム
プ

ラ
ン
』
で
す
」

修
学
旅
行
時
の「
ド
リ
カ
ム
活
動
」

　

「『D
ream

s com
e true. 

高
校
生
活
は
将
来
に
わ
た

る
自
己
実
現
の
た
め
に
あ
る
』
と
い
う
考
え
の
下
、
平
成

6
年
（
1
9
9
4
年
）
に
『
ド
リ
カ
ム
プ
ラ
ン
』
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
」
─
─
。
城
南
高
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
あ

る
一
文
で
あ
る
。「
未
来
を
切
り
拓
く
『
ド
リ
カ
ム
プ
ラ

ン
』」
と
題
し
た
ペ
ー
ジ
に
詳
細
な
説
明
が
あ
る
。
要
は

生
徒
た
ち
が
進
路
を
決
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
修
学
旅

行
時
の
「
ド
リ
カ
ム
活
動
」
だ
。

　

最
初
は
「
進
路
学
習
」
だ
っ
た
。
修
学
旅
行
時
の
ド
リ

カ
ム
活
動
の
ス
タ
ー
ト
は
米
同
時
テ
ロ
の
翌
年
の
02
年
。

そ
れ
ま
で
数
年
、
修
学
旅
行
先
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
っ

た
が
、
同
時
テ
ロ
の
影
響
で
海
外
の
修
学
旅
行
は
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

国
内
の
修
学
旅
行
先
と
し
て
、
東
京
で
卒
業
生
が
勤
め

る
企
業
訪
問
と
い
う
形
で
ド
リ
カ
ム
活
動
は
始
ま
っ
た
。

「
ド
リ
ー
ム
ズ
・
カ
ム
・
ト
ゥ
ル
ー
」
と
い
う
の
は
「
夢

の
実
現
」
と
い
う
意
味
で
、
名
付
け
た
の
は
当
時
の
学
年

主
任
だ
っ
た
和
田
美
千
代
教
諭
（
現
在
は
既
に
退
職
）。

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
名
前
か
ら
取
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

「
他
の
高
校
も
東
京
の
企
業
訪
問
は
や
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、『
ド
リ
カ
ム
』
と
い
う
名
前
を
付
け
た
の
は

城
南
高
だ
け
」（
井
上
校
長
）
の
よ
う
だ
。

　

ド
リ
カ
ム
活
動
の
評
判
を
聞
い
た
。

　

山
下
主
幹
教
諭
「
城
南
高
の
卒
業
生
が
仕
事
に
就
い
て

い
る
姿
を
、
こ
の
仕
事
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
見
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
城
南
高
の
卒
業
生
だ
か
ら
、
生
徒
の
身

の
入
り
方
が
全
然
違
う
。
具
体
的
に
、
卒
業
後
に
ど
う
い

う
道
を
歩
ん
だ
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
挫
折
し
た
こ
と
や
、

今
の
仕
事
の
こ
と
と
か
、
高
校
2
年
生
の
時
に
こ
う
い
う

経
験
を
聞
け
る
の
は
、
非
常
に
大
き
い
」

　

和
崎
教
諭
「
商
社
に
入
っ
た
卒
業
生
の
話
は
良
か
っ
た
。

高
校
、
大
学
時
代
の
話
、
石
油
取
引
の
こ
と
を
話
さ
れ
、

『
英
語
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
と
か
な
、
い
け
ん
よ
』
み
た
い

な
話
も
あ
る
」

　

事
前
の
準
備
は
大
変
で
、
企
業
側
と
は
入
念
な
打
ち
合

わ
せ
が
必
要
。
数
人
単
位
、
10
人
以
上
で
訪
問
す
る
こ
と

も
あ
る
。
日
程
は
あ
く
ま
で
学
校
側
の
都
合
を
優
先
し
、

生
徒
が
希
望
し
た
企
業
を
訪
問
す
る
。「
高
校
同
窓
会
の

東
京
支
部
長
に
相
当
尽
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」（
井
上

校
長
）
そ
う
だ
。（
続
く
）�


